
シ
リ
ー
ズ
「
介
護
保
険
」
　

　

　
健
康
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
内
線
６
２
１
・
６
２
２
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健康

安全

連
載
謂
　
　
   

 き
ら
き
ら
☆
か
ん
ら

　
　
　
　
駐
在
所
だ
よ
り

■
に
こ
に
こ
甘
楽
　
緯
（
６
７
）７
６
５
５
　

　
前
回
、成
年
後
見
制
度
の
手

続
き
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し
ま

し
た
。
６
月
か
ら
制
度
に
関
連

す
る
相
談
に
応
じ
る
専
用
ダ
イ

ヤ
ル
が
、富
岡
市
・
下
仁
田
町
・

南
牧
村
と
共
同
で
開
設
さ
れ
ま

し
た
。富
岡
市
・
甘
楽
郡
内
の
住

民
の
人
は
無
料
で
相
談
で
き
ま

す
。

例
え
ば
・・・

　
判
断
能
力
が
低
下
し
、通
帳

や
印
鑑
を
無
く
し
て
し
ま
う

　
金
融
機
関
か
ら
後
見
人
を
付

け
る
よ
う
言
わ
れ
た

　
不
動
産
を
処
分
し
た
い
が
本

人
が
認
知
症
で
名
義
変
更
が
で

き
な
い

　
知
的
障
害
が
あ
る
子
ど
も
へ

の
相
続
は
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
？
　
悪
質
商
法
や
お
金
の
無
心
に

あ
っ
て
い
る

　
後
見
人
に
支
払
う
費
用
を
知

り
た
い

な
ど
の
心
配
や
悩
み
を
気
軽
に

相
談
で
き
ま
す
。

※
個
人
情
報
や
相
談
内
容
に
つ

い
て
は
許
可
な
く
第
三
者
へ
漏

れ
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
す
で
に
訴
訟
を
起
こ
し
て
法

廷
で
争
っ
て
い
る
案
件
に
つ
い

て
の
ご
相
談
に
は
対
応
で
き
ま

せ
ん
。

　
制
度
普
及
推
進
の
た
め
の
実

証
事
業
を
綜
合
警
備
保
障
株
式

会
社（
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
）
と
町
が
連

携
し
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　
実
証
事
業
で
は「
後
見
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
」の
設
置
を
は
じ
め
、

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本

計
画
の
策
定
に
関
連
す
る
ア
ド

バ
イ
ス
や
住
民
に
対
す
る
講
演

会
、施
設
職
員
な
ど
に
向
け
た

勉
強
会
の
実
施
な
ど
制
度
の
周

知
・
連
携
を
図
る
事
業
を
行
い

ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
を
正
し
く
知

り
、身
近
に
相
談
が
で
き
る
こ
と

で
、高
齢
者
や
障
害
者
、そ
の
家

族
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
知
っ
て
安
心

　
成
年
後
見
制
度
を
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
④

　９７

高
齢
者
講
習
な
ど
の

早
期
受
講
の
お
願
い

福島駐在所

木嶋　徹さん

　
皆
さ
ん
は
高
齢
運
転
者
が
運

転
免
許
を
更
新
す
る
際
に
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る「
認
知
機
能

検
査
」「
高
齢
者
講
習
」を
ご
存

知
で
す
か
？
　
歳
以
上
の
人
が

７０

運
転
免
許
を
更
新
す
る
際
は
、

更
新
手
続
き
の
前
に
認
知
機
能

検
査
や
高
齢
者
講
習
を
受
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　「
高
齢
者
講
習
通
知
書
」が
誕

生
日
の
５
カ
月
前
ま
で
に
届
き

ま
す
の
で
、届
い
た
ら
す
ぐ
に

受
講
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

「
認
知
機
能
検
査
通
知
書
」が

誕
生
日
の
５
カ
月
前
ま
で
に
届
き

ま
す
の
で
、届
い
た
ら
す
ぐ
に
受
検

予
約
を
し
て
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、結
果
と
と
も
に「
高

齢
者
講
習
通
知
書
」が
届
き
ま

す
の
で
、届
い
た
ら
す
ぐ
に
受

講
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
早
期
受
検
・
受
講
を
お
願
い

し
ま
す

検
査
や
講
習
は
、委
託
先
実

施
機
関（
指
定
自
動
車
教
習
所

な
ど
）で
行
っ
て
い
ま
す
が
、
更

新
期
限
直
前
に
予
約
を
し
て

も
、
混
み
合
っ
て
お
り
、最
寄
り

の
教
習
所
な
ど
で
講
習
が
受
け

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。通

知
書
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
予
約

を
し
て
受
講
を
し
て
く
だ
さ
い
。

 陰
　
～
　
歳
の
人
に
は
 

７０

７４

富岡甘楽地富岡甘楽地域域「「後見ほっとライ後見ほっとラインン」」

フリーダイヤフリーダイヤルル
　0120（556）880120（556）8844 （無料・匿名で可）（無料・匿名で可）

受付時受付時間間

　月～金曜日（祝日・年末年始を除く月～金曜日（祝日・年末年始を除く））

　午午前前９時～午後９時～午後５５時時

実施期実施期間間

　平成30平成30年年６月１日６月１日～平成31～平成31年年３３月31日月31日

「
後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」

「
後
見
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
をを

ご
利
用
く
だ
さ

ご
利
用
く
だ
さ
いい

 隠
　
歳
以
上
の
人
に
は
 

75

高
齢
者
講
習
専
用
電

高
齢
者
講
習
専
用
電
話話

緯緯
０
２
７（
２
５
３
）７
５
７

０
２
７（
２
５
３
）７
５
７
３３

月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年

月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末末

年
始
を
除
く

年
始
を
除
く
））

午
前
８
時

分
～
午
後
５

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５
時時

３０３０

後
見
制
度
普
及
推
進
の

後
見
制
度
普
及
推
進
の
たた

め
の
実
証
事

め
の
実
証
事
業業

ご相談

ください



◎お名前は常用漢字・現代かなを

使用させていただきます。

◎戸籍の窓に掲載を希望されない

人は届出の際に窓口にお申し出

ください。

甘楽町図書館
開館　午前９時～午後７時
緯 ７ ０－４ ６ ６ ０
死 rarakanra@town.kanra.lg.jp

ＢＯＯＫ

戸籍
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　５月１６日

～６月１５日届出

（敬称略）

４，９０３
世帯

（△１１）
１３，１７８

人口
（△３０）
６，５０３

男
 （△６）
６，６７５

女
 （△２４）

５月３１日現在
（前月末比）

 お悔やみ申し上げます 
大字区 届出人年齢氏   名

小　幡１玲　子８５浅香　祥作

小　幡２行　伸９５中野　ケン

小　幡２義　家９１内田 ちか子

小　幡３直　子８６上田　尚明

国　峰６関口恭子７７田村　節子

秋　畑１１朝　雄９０浅香　俊エ

秋　畑１１数　馬９２浅香　輝義

福　島１５仁　一９０柳澤　元夫

福　島１５仁　一８８山口 みち江

福　島１７加藤恒雄９７鹿沼　 惠

福　島１７保　司７４清水 紗代子

小　川２０-２祥　行９２島田　シヅ

福　島２０-２酉　造８９佐藤 みの江

白　倉２２保　正９５峯﨑　いち

天　引２５山本由紀乃８８森平　文代

天　引２５真　澄８０布瀨川ミツヱ

天　引２５哲　也７０山﨑　利雄

造　石２７ 　子６４野口　則秋

庭　谷２８心　尊８９佐藤　榮吉

 お誕生おめでとう 
 大字  区  保護者     氏   名 

福　島１５靖風間　 裕介 
ゆうすけ

福　島１７和　真吉田  芽生菜 
め い な

上　野１９明　久磯貝　 季花 
きはな

福　島２０-１拓　也北村　    蒼  
あおい

福　島２０-１亮　太矢野　 蓮翔 
れんと

金　井２６冬　樹正覺　 結音 
ゆのん

図書館に新しく入った本

蕎麦、食べていけ！
江上　剛　著／光文社

自分で直せば断然お得！
身のまわりの修理の教科書
西沢正和　監修／ＰＨＰ研究所

ののはな通信
三浦しをん　著／ＫＡＤＯＫＡＷＡ

なぜこうなった？
あの絶景のひみつ

増田明代　文・構成／講談社

ドリーム・プロジェクト
　濱野京子　著／ＰＨＰ研究所

クマと少年
あべ弘士　作／ブロンズ新社

お知らせ

【 ７月の休館日 】

　　　　２日（月） 　　９日（月）　１７日（火)

　　　２３日（月） 　３０日（月） 

　　※１６日（月）海の日は開館します。

夏休み読書感想文課題図書

　１人１冊１週間の貸出です。（対象の児童・生徒を

優先）小学生～高校生まで全部で１８冊用意しまし

た。慌てないよう、早めに準備しましょう！

★
老神温泉を舞台に町おこし
ビジネス物語

ののとはな。少女たちの２０年
越しの書簡形式の小説

少年の「古民家再生」物語 山の神クマとアイヌの少年を
めぐるいのちの物語


